

















































は『保育所保育指針』および『教育・保育要領』に 3 つの視点として、 1 ～ 2 歳児および 3 歳以上児は、『幼稚園教


















































教育という言葉が使われるようになったこと、保育内容を 7 つの年齢段階に区分して示された。「言語」は 3 歳児以



































































　要領と指針のねらい及び内容を比較においては、指針の第 2 章保育の内容の「 3 ． 3 歳以上児の保育に関するねら
い及び内容」は要領の第 2 章ねらい及び内容の 5 領域の記載とほぼ同様である。異なる点は、下線の部分「先生」と
いう表記が「保育士等」になっているのみである（表 1 - 1 ， 1 - 2 参照）。「内容の取扱い」についても要領と同様、
2018年施行の指針にも明記された。要領の「第 2 章ねらい及び内容、言葉 3 内容の取扱い（ 1 ）～（ 5 ）」と指針の「第




要領（ 4 ）（ 5 ）「幼児」→指針④⑤「子ども」
　内容の取扱いの文章の記述をほぼ同様にすることで、幼稚園と保育所の保育の実際は同じであることを明確にして
いる。2018年の要領の第 2 章ねらい及び内容、指針第 2 章保育の内容の領域「言葉」に関しての追加及び変更の箇所
は以下の通りである。














































表 1 - 2 　2018年改定　保育所保育指針における言葉の記載
保育所保育指針　
第 2 章　保育の内容　



















3 　 3 歳以上児の保育に関するねらい及び内容
（ 1 ）基本的事項











　今回の指針の改定では、要領により近付けるために第 2 章「保育の内容」に乳児、 1 歳以上 3 歳未満児、 3 歳以上
児として、各ねらい及び内容をより詳細に明記し、内容の充実が図られている。







※「乳児保育」は 5 領域ではなく、（ 2 ）のア～ウの 3 つの視点が新たに提示された。






















　→これらは乳児及び 3 歳未満児の内容であるため、 3 歳以上児の内容には添わない。








●旧　 2 保育の実施上の配慮事項　　　　 （ 1 ）エ、オ、カ　　「（前略）よう配慮すること」





















　次に、指針の改定について述べる。第 2 章「保育の内容」は「教育」中心となり、「乳児」「 1 歳以上、3 歳未満児」
「 3 歳以上児」にそれぞれ「ねらい」「内容」「内容の取扱い」に分けて記載され、 3 歳未満児にかかわる記載が増加
した。







この 3 つの視点は乳児期の保育では 5 領域のように明確に分けられないため、 5 領域の基盤となるものである。①は
「健康」、②は「人間関係」と「言葉」、③は「環境」と「表現」の内容に繋がっている。まだ、 5 領域のように明確
に分けられないため、 3 つの視点で評価したほうが記述しやすく、保育を構想しやすいだろうということで変更され










　要領の第 1 章「総則」の第 2 幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」























































































































2 ．子どもの発達を、保育所保育指針における乳児保育の 3 つの視点（「健やかに伸び伸び
と育つ」「身近な人と気持ちが通じ合う」「身近なものと関わり感性が育つ」）と、 1 歳
以上 3 歳未満児及び 3 歳以上児の保育のそれぞれ 5 つの領域（「健康・人間関係・環境・
言葉・表現」）を通して捉え、子どもに対する理解を深めながら、保育の内容について
具体的に理解する。







































































下に行った。保育士養成課程の保育内容演習における目標及び教授内容は表 3 - 1 ， 3 - 2 に提示した。2011年は 2 つ
































・2011年の 1 の②「かかわり」から2019年の 1 の②「関わり」に変更された。































　要領と指針のねらい及び内容の比較において、指針の第 2 章保育の内容の「 3 ． 3 歳以上児の保育に関するねらい



















いかと考えられる。また 3 歳未満児に関しては成長の幅が大きく、発達の特性に応じた保育を行う必要性から 3 歳未
3736
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